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保　証　書　付（裏表紙）
このたびは、お買い上げいただき
まことにありがとうございます。
	● この取扱説明書をよくお読みに
なり、正しくお使いください。
	● 使用する前に「安全上の注意」
を必ずお読みください。
	● この取扱説明書はお使いになる
方がいつでも見ることができる
よう大切に保管してください。
	●「保証書」は「お買い上げ日」「販
売店名」の記入を必ず確かめ、
販売店からお受け取りください。

この商品は海外ではご使用になれません。
FOR USE IN JAPAN ONLY
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 警告
誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負うおそれがある内容を示して
います。

最初に、この「安全上の注意」をよく読んでいただき、正しく使用し
てください。人への危害や、財産への損害を未然に防止するため、必
ず守る必要があることを説明しています。

図記号の意味
注意を
促す記
号です。

禁止を
示す記
号です。

必ず行うこ
とを示す記
号です。

電源プラグ・電源コードは正しく使う
	● 電源プラグのほこりは定期的に取る
ほこりがたまると、湿気などで絶縁不良になり、
火災・感電の原因になります。

	● 電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む
ショートによる火災・感電の原因になります。

	● 本体差し込みプラグは根元まで確実に差し込む
感電・ショート・発火の原因になります。

	● 電源は交流100Vで使用し、コンセントや配線
器具の定格を超える使いかたをしない
発火・火災の原因になります。

プラグを抜く

	● お手入れや点検、移動するときは、必ず電源プ
ラグをコンセントから抜く
感電やけがの原因になります。

安全上の注意
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ぬれ手禁止

	● ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしない
感電・やけど・けがの原因になります。

	● 電源コードをたばねて通電しない
過熱してやけどや火災の原因になります。電源
コードは、必ずのばして使用してください。

	● 電源コードを傷つけない
	● 持ち運び時や収納時に電源コードを引っ張らない
傷つける、加工する、無理に曲げる、引っ張る、
ねじる、重いものを載せる、挟み込むなどしな
いでください。
電源コードが破損し、火災・感電の原因になり
ます。

	● 電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセン
トの差し込みがゆるいときは使わない
ショートによる火災・感電の原因になります。
電源コードが破損したときは、修理専用コール
へお問い合わせください。

	● 本体差し込みプラグ差し込み口に水をかけたり
汚したりしない
ショート・感電の原因になります。

	●  乳幼児に電源プラグをなめさせない
けがや感電の原因になります。
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安全上の注意 つづき
	● 内ぶたの蒸気口をふさがない
ポリ袋に入ったままの食材を入れたり、落とし
ぶたを使用したりしないでください。
蒸気口がふさがれ、過熱の原因になります。

分解禁止

	● 分解・修理・改造をしない
火災・感電・けがの原因になります。
修理については、お買い上げの販売店または修
理専用コールへお問い合わせください。

水ぬれ禁止

	● 本体に水をかけない
	● 本体を水洗いしない
漏電やショートを起こ
し、火災・感電の原因に
なります。

炊飯中は
	● 電源コード・電源プラグ
に蒸気を当てない
火災・感電の原因になり
ます。

	● ふたを開けない
	● 持ち運ばない
	● 蒸気口に顔や手を近づけない
蒸気でやけどするおそれがあります。
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	● 子どもや取り扱いに不慣れな方に使わせたり、
幼児に触れさせたりしない
感電・けが・やけどの原因になります。

	● 取扱説明書に記載した以外の使いかたをしない
火災・やけど・感電・けがの原因になります。

	● 異常・故障時には直ちに使用を中止し、電源を
切り、電源プラグをコンセントから抜く
発煙・火災・感電のおそれがあります。
〔異常の例〕
•	 異常な音やにおいがする
•	 電源プラグ・電源コードが異常に熱くなる
•	 電源コードを動かすと、通電したりしなかっ

たりする
•	 触れるとピリピリ電気を感じる
➡使用を中止し、お買い上げの販売店またはア
イリスコールへお問い合わせください。

	● 専用の内釜以外使用しない
	● 専用の内釜を、ガスコンロなど他の調理器具で
使用しない
火災の原因になります。

 注意
誤った取り扱いをすると、人がけがをし
たり、物的損害が発生するおそれがある
内容を示しています。
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安全上の注意 つづき
	● 業務など家庭用以外で使用しない
本製品は家庭用として設計されています。業務
など家庭用以外に使用すると、火災などの原因
になります。

水ぬれ禁止

	● 水のかかるところや、火気の近くで使用しない
ショート・感電の原因になります。

	● 床の上・地面の上で使用しない
	● 不安定な場所、熱に弱い敷物の上で使用しない
火災の原因になります。

	● せまい棚の中で使用しない
操作パネルや電源コードに蒸気が当たると、火
災・感電の原因になります。

	● 底面の吸排気口をふさがない
じゅうたん・ビニールクロス・アルミホイル・
布などの上で使用しないでください。
過熱して火災の原因になります。

持ち運ぶときは
	● 落としたり、強い衝撃を与えたりしない
破損して、火災・感電の原因になります。
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接触禁止

	● 使用中や使用後しばらくは高温部に触れない
やけどするおそれがあります。お手入れは十分
に冷めてから行ってください。

プラグを抜く

	● 電源プラグを抜くときは、電源コードを持たず
に必ず電源プラグを持って引き抜く
電源コードが破損し、火災・感電の原因になり
ます。

	● 本体差し込みプラグを抜くときは、電源コード
を持たずに必ず本体差し込みプラグを持って引
き抜く
ショートによる発火・感電の原因になります。

	● 長期間使わないときは、必ず電源プラグをコン
セントから抜く
絶縁低下により、火災・感電の原因になります。

	● 付属の電源コード以外は使わない
	● 付属の電源コードを他の機器に使用しない
火災の原因になります。
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使用上の注意
	■ 使用上のお願い

	● こびりついたごはんつぶなどは取り除いてください。
ふたや蒸気口などがきちんと閉まらず、ふきこぼれた
り、おいしく炊けなかったり、故障する原因になります。

	● 内釜のフッ素コーティングは、使用にともなって消耗
し、はがれることがありますが、人体には無害です。
コーティングがはがれてきた場合は、別売品の交換用
内釜をお求めください。別売品のお求めはアイリスコー
ルまでお問い合わせください。

	● 使用にともない、内釜が変色することがありますが、炊き
上がりの性能には影響ありません。

	● 使用中にふきんをかぶせないでください。
変形や変色の原因になります。

	● 冷めたごはんを再加熱（炊飯）しないでください。
故障の原因になります。

	● 内釜の破損・コーティングのはがれを防ぐために、以
下のことを守ってください。
•	 内釜が熱いうちに水を入れたりして急冷しない
•	空焚きしない
•	白米・無洗米以外のごはんを保温しない
•	白米・無洗米以外の食品を長時間入れたままにしない
•	内釜の中で酢やアルカリを使用しない
•	金属製のへらやスプーンなどを使用しない
•	お手入れにスポンジ以外の硬いたわしなどを使用しない
•	食器など硬いものを入れない
•	食器洗浄機に入れない
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	● ラジオやテレビに近づけないでください。
ラジオやテレビにノイズが入る場合があります。

	● ボタンを操作したときや炊き上がったときに音が鳴っ
てお知らせします。

使用場所について

	● 壁・家具などから図に示す
距離を空けてください。
せまい場所で使用する
と、過熱・火災の原因に
なります。風通しが良く、
水などのかからないとこ
ろで使用してください。
また、近すぎると、蒸気
で壁や家具を傷める原因
になります。

	● 以下のような環境では、炊飯や調理の温度が上がらず、
うまく炊飯または調理ができないことがあります。
•	 室温が低すぎる
•	 炊飯・調理する場所の標高が高い
•	 水温が低すぎる

	● 固い安定した台の上で使用してください。

10cm以上

10cm以上

30cm以上

30cm以上

廃棄について
	● 製品や梱包材の廃棄については、お住まいの自治体の
取り決めにしたがって処理してください。
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各部の名称
	■ 正面

	■ 付属品

フックボタン
押してふたを開けます。

本体差し込みプラグ
差し込み口

本体

ふた

操作パネル
（→P12）

蒸気口

本体差し込みプラグ

計量カップ
電源プラグ

電源コード

白米用

無洗米用

しゃもじ 電源コードセット
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	■ 内部

内ぶたパッキン

内ぶた

蒸気口キャップ

パッキン

蒸気口パッキン

内釜
使用中・使用直後の内釜は高温に
なっていますので、直接手で触れ
ないように注意してください。

ふた

温度センサー

フック
ふたを閉めるときに
ロックします。フック
ボタンで解除します。

取り外せます。
（→P14）
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各部の名称 つづき

炊飯ボタン・ランプ
ボタンを押すと炊飯を開始
します。
（→P18、22）

保温／取消ボタン・保温ランプ
ごはんが炊き上がるとランプが点灯して保温になります。
保温中にボタンを押すと保温が停止します。
操作中にボタンを押すと、操作が取り消されます。
（→P19、21、22、23）

予約ボタン・ランプ
ボタンを押すと、予約モードに
なります。
（→P21、22）

メニューボタン・ランプ
ボタンを押すたびにメニューが
切り替わります。
（→P17、21）

タイマー表示
保温時間・タイマー設定時刻・
残り時間などを表示します。
（→P18、19、22）

	■ 操作パネル
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使用する前に
初めて使用するときは、梱包材
を取り外してください。

内釜・内ぶた・蒸気口キャッ
プ・付属品（本体と電源コード
セット以外）を洗ってください。
（→P23～ 26「お手入れ」）
※	洗った後、内ぶた・蒸気口
キャップはしっかり取り付け
てください。

内ぶたの取り外しかた・取
り付けかた
取り外しかた
•	内ぶたを引いて取り外して
ください。

取り付けかた
•	内ぶたの穴を蒸気口キャッ
プに合わせ、押し込んでく
ださい。

	● 取り付けの向きに注意して
ください。裏表を逆に取り
付けると、炊飯がうまくで
きません。
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使用する前に つづき
蒸気口キャップの取り外しか
た・取り付けかた
取り外しかた
①�内ぶたを取り外したあと、
蒸気口キャップの  が  
の位置に来るように回して
取り外してください。

②�パッキンを取り外してくだ
さい。

取り付けかた
①�パッキンを取り付けてくだ
さい。

②�蒸気口キャップをふたには
めこみ、  が  の位置に
来るように回して取り付け
てください。

•	ご使用の前に必ず内ぶたを
取り付けてください。
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使いかた 炊飯
	1 付属の計量カップで米

を計量する
•	計量カップすりきりで1
合です。
•	0.5合 を 量 る と き は、
1/2の目盛に合わせてく
ださい。

白米用計量カップ

無洗米用計量カップ

メニュー
炊飯	
メニュー

炊ける	
最大量

白米 1.5合

早炊き 1.5合

ヘルシー	
メニュー

炊ける	
最大量

低糖質 1合

麦飯 1合

麦飯（もち麦・押し麦）の量り
かた（白米1合あたりの場合）
•	 麦飯（3割）

白米用計量カップの1/4の目
盛に合わせてください。

	● 米は、涼しい場所（冷蔵庫
など）で保存してください。

つづく→
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使いかた 炊飯 つづき
	2 米を洗う

1	 最初はたっぷりの水で大
きくかき混ぜ、水はすぐ
捨てる

2	 指をたてて、軽くかき混
ぜるように洗う

3	 水を入れて大きくかき混
ぜ、水を捨てる

4	 2 〜 3 を2 〜 4回くり返す
5	 最後にたっぷりの水で2

〜 3回手早くすすぎ、水
切りする

※	無洗米は水が白くにごる
ことがあります。そのま
ま炊飯すると、ふきこぼ
れたり、焦げができたり
します。水が白くにごる
ときは、1～ 2回軽くす
すいでください。

※	お湯で洗わないでくださ
い。

※	米は時間をかけず、手早
く洗ってください。

※	力を入れて洗ったり、
洗った後にざるなどに入
れて放置したりすると、
米が割れてうまく炊けな
い原因になります。

※	洗米不足の白米を炊く
と、ふきこぼれることが
あります。

	3 水加減する
•	洗った米を内釜に入れ
て、水平なところに置き、
炊く米の合数に合った目
盛を目安にして水を入れ
てください。

低糖質の
水位目盛

白米・無洗米・
早炊きの水位
目盛

麦飯の
水位目盛

※	米の新しさ・保存状態・
銘柄・産地などによって
炊き上がりのかたさに差
が出ます。季節やお好み
で水加減してください。

※	水加減する場合は、目盛
から1〜 2mmの範囲で
水位を調整してください。

※	水を入れすぎると、ふき
こぼれることがあります。

※	5 〜 35℃の水を使用し
てください。

※	アルカリイオン水などは
使用しないでください。
変色したりにおいが付い
たりします。
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	4 内釜をセットしてふた
を閉める
•	内釜の外側や本体内側に
付いた米つぶや水滴は拭
き取ってください。
•	内ぶた・蒸気口キャップ・
パッキンがしっかり取り
付けてあることを確認し
てください。
•	米は平らにならしてくだ
さい。

	5 電源コードを接続する
•	本体差し込みプラグを本
体後ろの差し込み口に接
続し、電源プラグをコン
セントに差し込んでくだ
さい。

※	途中で操作を取り消した
り、炊飯・保温を途中で
停止するときは保温／取
消ボタンを押してくださ
い。

	6 メニューを選ぶ
•	メニューボタンを押すた
びに次のようにメニュー
ランプが切り替わりま
す。

→白米→早炊き→麦飯→低糖質

つづく→



18

使いかた 炊飯 つづき
	■ 炊飯メニュー
白米
白米を炊くときに選びます。
•	無洗米も炊けます。

早炊き
米を浸す時間を省略して
短い時間で炊き上げま
す。通常のメニューに比
べてかために炊き上がり
ます。

麦飯（もち麦・押し麦）
麦飯を炊くときに選びます。
•	麦100%の麦飯は炊け
ません。
•	押し麦(もち麦)を混ぜ
る量は、炊飯量の3割
にしてください。
•	麦は水加減をした後に
入れてください。

※	麦飯は炊き上がったら
早めにお召し上がりく
ださい。変色やにおい
の原因になります。

低糖質
糖質を抑制したごはんを
炊くときに選びます。
•	水を入れすぎると、ふ
きこぼれることがあり
ます。
•	炊き上がりは柔らかめ
になります。

	7 炊飯ボタンを押す
•	炊飯ランプ、選択したメ
ニューランプ、分ランプ
が点灯して、炊飯が開始
され、残り時間の目安が
表示部に表示されます。

点灯

点灯

炊き上がり時間の目安

メニュー 炊飯時間の目安

白米 約49～59分

早炊き 約26～39分

麦飯 約58～65分

低糖質 約53～58分

炊き上がりまでの時間の目安で
す。予約炊飯したときは、多少
異なることがあります。
※	炊飯時間は、炊飯量・米の種
類・具材の種類や量・水温・
水加減などによって変動しま
す。
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	8 炊き上がったらすぐに
ほぐす
炊き上がると「ピピー♪」
と4回鳴り、自動的に保温
になります。
保温ランプと時ランプが点
灯し、炊き上がりからの保
温時間が表示されます。
3時間以上の保温はしない
でください。

点灯

点灯

•	炊き上がったときには蒸
らしまで終わっていま
す。すぐにほぐすことで
余分な水分を逃がし、仕
上がりをよくします。

※	ふたを開けたときに内釜
の後ろに水がたまること
があるので、ふきんなど
で拭き取ってください。

※	古い米を長時間保温する
と、においの原因となり
ます。

※	ふたなどをお手入れせず
に長時間保温すると、に
おいの原因となります。

	■ 操作を途中で取り消す
には
•	保温／取消ボタンを押し
てください。操作が取り
消されて初期設定（白米
メニュー）に戻ります。



20

保温について
•	3時間以上の保温はしな
いでください。
•	残ったごはんを長時間保
温すると、黄ばんだり、
かたくなったり、ごはん
の上に水滴が落ちてべ
ちゃべちゃになったりし
ます。
•	長時間は保温せず、ラッ
プに包んで冷凍庫で保存
し、電子レンジなどで温
めてお召し上がりくださ
い。
•	炊き込みごはんや調味料
入りのごはんは、乾燥・
変色・においの原因にな
るので、保温しないでく
ださい。
•	保温中も、時々底からす
くい上げるようにして、
全体をほぐしてくださ
い。
•	少量のごはんのときは内
釜の中央に寄せて保温
し、できるだけ早くお召
し上がりください。

※	冷たくなったごはんは、
本製品の保温機能を使用
しても温かくはなりませ
ん。

	■ 炊き込みごはんの炊き
かたについて
•	米は、白米または無洗米
を使用して、1合までに
してください。
•	調味料はよくかき混ぜて
ください。
•	米を入れた後に、調味料
と水を合わせて合数の目
盛まで入れ、釜の底から
しっかり混ぜてくださ
い。
•	具材は、米1合に対して
100g以下にして、水加
減した後、上にのせてく
ださい。

※	調味料と水がよく混ざっ
ていなかったり、調味料
が多すぎたりすると、う
まく炊けないことがあり
ます。

※	水加減する前に具を入れ
ると、水加減が正しくで
きません。

使いかた 炊飯 つづき
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使いかた 予約炊飯
タイマーを使って、炊飯開始の
時間を設定することができます。

	1 米を内釜に入れ、水加減
して内釜を本体にセッ
トし、ふたを閉める

	2 電 源 コ ー ド を 接 続 し、
メニューボタンを押し
てお好みのメニューを
選ぶ

※	早炊きは予約炊飯を選べ
ません。

	3 予約ボタンを押して予
約モードにする

誤って保温を停止したときは
保温／取消ボタンを押して
保温を停止してしまったと
きに、再び保温にする方法
は、炊飯ボタンを押す前の
メニューの設定によって変
わります。

白米のときは

1回押す

•	保温／取消ボタンを1回押
すと、再び保温ランプが
点灯して保温になります。

白米以外のときは

2回押す

•	保温／取消ボタンを2回押
すと、再び保温ランプが
点灯して保温になります。
（保温／取消ボタンを1回
だけ押したときは、初期
設定（白米）に戻ります。）

つづく→
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•	表示部に00と表示され、
予約ランプと時ランプが
点灯し、時間と炊飯ラン
プが点滅します。

点滅点灯

点灯

点滅

	4 再度予約ボタンを押し
て時間を設定する
•	予約ボタンを押すたびに
表示部の設定時間が以下
のように変わります。

→01→02→03→…→10→11→12

※	設定した時間が経過した
後（表示部の時間が0に
なったとき）、選択され
ているメニューで炊飯を
開始します。

※	途中で操作を取り消すと
きは保温／取消ボタンを
押してください。

	5 炊飯ボタンを押す
•	予約ランプと時ランプが
点灯、炊飯ランプが消灯
し、表示部に予約時間が
表示されます。

消灯点灯

点灯

※	予約炊飯を取り消した
り、炊飯を途中で停止す
るときは、保温／取消ボ
タンを押してください。

炊飯する時刻になると
•	設定した時間が経過する
と、炊飯が開始されます。
ごはんが炊き上がると保
温状態になります。

使いかた 予約炊飯 つづき
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お手入れ
	■ 保温を停止するには
•	保温／取消ボタンを押し
てください。保温ランプ
が消灯して、前回選んだ
設定に戻ります。

消灯
注意

	● お手入れは、必ず
調理や保温を停止
し電源プラグを抜
いて、内釜・本体
が十分冷えてから
行ってください。

	● 本体は水洗いしな
いでください。

	● 酸性・アルカリ性の強い
洗剤・薬品、漂白剤、金
属たわし、ナイロンたわ
し、研磨材入りのスポン
ジなどは使用しないでく
ださい。
	● 汚れがこびりついた場合、
ぬるま湯にしばらくつけ
てから洗ってください。
	● こびりついた汚れなどを
落とすときに、刃物やか
たいものなどを使用しな
いでください。
	● 使用後は毎回お手入れし
てください。
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本体（内側）
内釜や内ぶたを外して、よ
く絞ったふきんで拭く
※	こびりつきなどがある場
合は取り除いてくださ
い。

温度センサー

	● 温度センサーにごはんつぶ
や汚れが付いていると、誤
動作の原因になり、うまく
炊飯できません。必ずきれ
いにして使用してくださ
い。

お手入れ つづき
本体（外側）・蒸気口

よく絞ったふきんで拭く
※	汚れが取れにくいとき
は、薄めた台所用中性洗
剤を含ませた柔らかい布
で拭いた後、洗剤分が残
らないように、かたく
絞った布などで水拭きし
てください。
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内釜・内ぶた・しゃもじ
柔らかいスポンジなどで洗
い、水で流す

※	内ぶたパッキンは取り外
して洗ってください。

※	洗った後はよく乾かして
ください。

※	湿気の多いところに放置
したり、汚れが残ったま
ま放置したりすると、腐
食の原因になります。

※	内ぶたの取り付け・取り
外しについては、P13を
参照してください。

内釜の汚れが落ちにくいと
きは

汚れが落ちにくいときや、
炊き込みなどの調理後は、
台所用中性洗剤で洗い、水
で流す

※	柔らかいスポンジなどを
使用してください。

※	金属へら、金属たわし、
ナイロンたわし、スポン
ジのナイロン面、クレン
ザーなどは使用しないで
ください。

※	洗った後はよく乾かして
ください。
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お手入れ つづき
蒸気口キャップ
1    内ぶたを引いて取り外す

2   蒸気口キャップの  が  
の位置に来るように回して取
り外してください。

3    パッキンを外す

4    柔らかいスポンジなどで水洗
いする
•	洗った後はよく乾かして
ください。

5    元どおりに組み立てる
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炊き込みごはん

材　　料 　（1合分）
鶏むね肉…………………30g        ごぼう……………………20g
にんじん…………………10g        しいたけ………………0.5枚
こんにゃく………………15g         米…………………………1合
調味料
しょうゆ……………小さじ1/2　     酒……………………大さじ1/2
和風顆粒だし………小さじ1/2

作りかた

1   鶏むね肉は1cm幅に切る。
2  ささがきにしたごぼうを水に浸した後、水切りする。
3  こんにゃくは細切りにし、ゆでてあく抜きをしておく。
4  にんじんは細切り、しいたけは薄切りにする。
5  洗米した米を内釜に入れ、調味料を入れてしっかりと混ぜる。
6  米の上に具材をのせ、水を白米の目盛1に合わせ、ふたを閉める。
7  白米メニューを選び、炊飯ボタンを押す。
8  炊き上がったら、ほぐしながら具材とごはんを混ぜる。

クッキングガイド
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クッキングガイド つづき
赤飯

材　　料 　（1合分）
もち米……………………1合         あずき……………………15g
ごま塩……………………適宜

作りかた

1   あずきは洗って、200mLの水を入れた鍋に入れ沸騰させ、ゆで
汁を捨てる。

   再び300mLの水を入れ、あずきの腹が割れずに指で押すとつぶ
れる程度までゆで、あずきと煮汁に分け冷ましておく。

   ※�あずきは必ずゆでてから使用してください。
2   洗米したもち米を内釜に入れ、1 のあずきを米の上に平らにのせる。
（あずきと米は混ぜないでください。）

3   1 の煮汁を白米の目盛1に合わせ、ふたを閉める。
4   白米メニューを選んで、炊飯ボタンを押す。
5   炊き上がったら、ほぐしながら混ぜる。
6   お好みでごま塩をかける。
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うまく炊けない？と思ったら
使用中に異常が生じた場合は、修理を依頼される前に本書をよくお読
みのうえ、以下の点を確認してください。

ごはんが
かたい、
ごはんが
柔らかい

	● 米の量が正しく
ない

	● 水の量が正しく
ない

	● 炊飯メニューを
まちがえている

	● 早炊きメニュー
で炊飯するとご
はんがかたく炊
き上がることが
ある

	● 吸水済みの米を
炊くと柔らかく
なることがある

	● 内ぶた・蒸気口
キャップが正し
く付いていない

	● 炊飯する場所の
標高が高い

	● 計量カップを使い、す
りきりで量ってくださ
い。（→P15）

	● 炊飯する米とメニュー
に合った水の量を入れ
てください。（→P16）

	● 米に合った正しいメ
ニューを選んでくださ
い。（→P18）

	● 通常のメニューで炊飯
するか、水の量を調節
してみてください。

	● 吸水済みの米を炊くと
きは、早炊きメニューで
炊飯してみてください。

	● 内ぶた・蒸気口キャップ
を正しく取り付けてくだ
さい。

	● 標高が高いと、炊飯の
温度が上がらず、うまく
炊き上がらないことがあ
ります。

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

状　　態 考えられる理由 処　　　　置
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ごはんが
かたい、
ごはんが
柔らかい

炊き込み	
ごはんが	
うまく炊け
ない

白い膜がで
きる

ごはんが
焦げる

ごはんに	
むらがある、	
仕上がりが
悪い

	● 本体と内釜の間
に異物（米つ
ぶや焦げ付きな
ど）がはさまっ
ている

	● 調味料が下の
ほうに沈んで
いる

	● 米のでんぷん
質が多い

	● 水が少ない

	● 洗米が不十分
でぬかが残っ
ている

	● ごはんのほぐ
しが不十分

	● 麦飯を炊いた

	● 内釜と本体内側をお
手入れしてください。
（→P23～ 26）

	● 具材をのせる前に、水
と調味料を釜の底から
しっかりと混ぜてくだ
さい。

	● 無洗米などは表面にで
んぷん質が付いている
ことがあるので、軽く
すすいでから炊飯して
ください。

	● 水の量を正しく量って
ください。（→P16）

	● ぬかが残らないよう正
しく洗米してくださ
い。（→P16）

	● 炊き上がったらすぐに
ごはんをほぐしてくだ
さい。（→P19）

	● 麦の量が多い可能性があ
ります。炊飯容量を確認
してください。（→P15）

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

状　　態 考えられる理由 処　　　　置

うまく炊けない？と思ったら つづき
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状　　態 考えられる理由 処　　　　置

ごはんが
焦げる

炊飯中に
ふきこぼれ
る

ごはんが
こびりつく

	● 早炊きメニュー
で炊飯すると、
ごはんの底面が
乾燥することが
ある

	● 水が多すぎる

	● 少ない量で長
時間保温して
いる

	● 麦を混ぜて炊飯
した

	● 麦を混ぜて予約
炊飯をした

	● 洗米が不十分
でぬかが残っ
ている

	● ごはんが柔ら
かい

	● 白米メニューで炊飯し
てみてください。

	● 水の量を正しく量って
ください。（→P16）

	● 少ない量で長時間保温
しないでください。

	● 麦が入っているとおこ
げができやすくなりま
す。気になる場合は、
麦をよく洗ってから加
えてください。

	● 麦ごはんは予約炊飯を
すると、おこげが濃く
なることがあります。

	● ぬかが残らないよう正
しく洗米してください。
（→P16）

	● 柔らかいごはんはこびり
つきやすくなります。長
時間保温せず、内釜は
早めに洗ってください。

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎
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状　　態 考えられる理由 処　　　　置

うまく炊けない？と思ったら つづき

ごはんが	
黄ばむ
におう

水がはじけ
るような音
がする

保温した
ごはんがか
たくなった

	● ごはんが長時間
内釜に入ったま
まになっている

	● 内釜の外側・本
体の内側に水滴
が付いている

	● ふたが開いて
いた

	● 少量のごはんを
保温した

	● アルカリイオン
水、硬度の高い
ミネラルウォー
ターなどで炊飯
した

	● 麦を混ぜて炊飯
した

	● ごはんを長時間内釜に
入れたままにしないで
ください。（目安として
3時間以内）

	● 内釜をセットする前に
水滴を拭き取ってくだ
さい。

	● ふたが開いていると適
切に保温ができません。

	● 少量のごはんを保温す
るときは中央に寄せて
ください。または、保
温せずラップなどに包
んで冷凍保存してくだ
さい。

	● アルカリイオン水、
硬度の高いミネラル
ウォーターなどは使わ
ないでください。

	● 麦ごはんは時間がたつ
と変色したり、におい
が出やすくなるので、
早めにお召し上がりく
ださい。

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎
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状　　態 考えられる理由 処　　　　置

表示部が
くもる

炊飯中に
カチカチと
いう音がす
る

	● 内釜と本体の
間に水分が入っ
て、蒸気が発生
した

	● 火力を調節して
いる

	● 本体内部と室温
の温度差によっ
て、表示部内
側が一時的にく
もっている

	● 内釜をセットする前に、
内釜の外側、本体の内
側の水滴を拭き取ってく
ださい。

	● 異常ではありません。
そのままご使用くださ
い。

	● 使用にともない、くもり
は取れてきます。くもり
がひどくなったり、長期
間続くようであれば、内
部に水が入っている可
能性があります。修理
専用コールへご相談く
ださい。

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎
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使用中に異常が生じた場合は、修理を依頼される前に本書をよくお読
みのうえ、以下の点を確認してください。

故障かな？と思ったら

ボタンを
押しても
動作しない

本体や内釜、
ごはんなど
がにおう

炊飯ができ
なかった

	● 電源プラグがコ
ンセントに確実
に差し込まれて
いない

	● 使い始めのうち
はプラスチック
やゴムのにおい
を感じることが
ある

	● 炊飯の途中で
電源プラグが
抜けたり、停電
したりした

	● タイマーの時
間設定をまち
がえた

	● 本体差し込み
プラグが外れ
ている

	● 電源プラグをコンセン
トに確実に差し込んで
ください。

	● 使用にともない少なく
なります。

	● 炊飯の途中で電源が切
れると炊飯ができませ
ん。

	● 設定した時間が経過す
ると、炊飯が開始され
るので、炊き上がりの
時刻を正しく設定して
ください。（→P21 ～
23）

	● 本体背面の差し込み口
に、本体差し込みプラ
グを確実に接続してく
ださい。

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

状　　態 考えられる理由 処　　　　置
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タイマーが
設定できな
い

	● 電源プラグが
コンセントに
確実に差し込
まれていない

	● 本体差し込み
プラグが外れ
ている

	● 電源プラグをコンセン
トに確実に差し込んで
ください。

	● 本体背面の差し込み口
に、本体差し込みプラ
グを確実に接続してく
ださい。

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

状　　態 考えられる理由 処　　　　置

それでも解決できないときは
お買い上げの販売店、またはアイリスコールへお問い合わせください。

警告 	● 自分で分解・修理・改造しないで
ください。
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故障かな？と思ったら つづき
	■ こんな表示がでたら

動作しない
エラー表示 	● 内部の異常を

検知した

	● 使用を停止し、修理専
用コールへご相談くだ
さい。

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

➡︎

炊飯ができ
なかった
エラー表示　

	● 室温または水
温が低すぎた
	● 炊飯開始後、温
度センサーが
正常な温度上
昇を検知でき
なかった

	● 保温／取消ボタンを押
すか、電源プラグを抜
き差しするとエラー表
示を消すことができま
す。
室温または水温が5℃
以下では使用しないで
ください。
また、温度センサーに
汚れがついてないか、
破損してないか確認し
てください。
解決できない場合は、
修理専用コールへご相
談ください。

炊飯ができ
なかった
エラー表示　

	● 温度センサー
が高温となり
異常を検知し
た

	● 保温／取消ボタンを押
すと、エラー表示を消
すことができます。
保温／取消ボタンを押
してふたを開け、30分
以上冷ましてください。
解決できない場合は、
修理専用コールへご相
談ください。

状　　態 考えられる理由 処　　　　置
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電源 AC 100V（50／ 60Hz共用）

定格消費電力（炊飯時） 280W

炊飯容量	
（最大）

白米・無洗米 0.27L（1.5合）

麦飯
0.18L（1合）

低糖質 

製品寸法 幅162×奥行193×高さ191mm

質量 1.4kg

電源コード 長さ約1.0m

※	 商品の仕様は予告なく変更することがあります。
※	 実際に使用するときの消費電力量は、米の量・炊飯のメニュー・
周囲の温度などによって変わります。

	■付属品（品質表示）
しゃもじ
原料樹脂 ポリプロピレン

耐熱温度 120℃

計量カップ
原料樹脂 ポリプロピレン

耐熱温度 120℃

容量
白米用 180mL

無洗米用 171mL

仕様
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	■ 保証書
お買い上げの際に、所定の
事項が記入されている保証
書をお買い上げの販売店よ
り必ずお受け取りください。
保証書がないと、保証期間
内でも代金を請求させてい
ただく場合がありますので、
大切に保管してください。

	■ 保証期間
保証期間は、保証書（裏表紙）
に記載されています。
保証期間内に故障した場合
は、保証規定にしたがって
修理させていただきます。

	■ 保証期間経過後の修理
お買い上げの販売店または
修理専用コールにご相談く
ださい。修理により製品の
機能が維持できる場合は、
ご要望により有料にて修理
いたします。

	■ 補修用性能部品の保有期間
について
当社はこの製品の補修用性
能部品を製造打ち切り後、
6年間保有しています。
性能部品とは、その製品の
機能を維持するために必要
な部品です。

	■ アフターサービスについて
ご不明な点はお買い上げの
販売店またはアイリスコー
ルにお問い合わせください。

保証とアフターサービス
必ずお読みください。

愛情点検

長年ご使用のジャー炊飯器の点検を！
こんな症状はありませんか

●電源コードや電源プラグが異
常に熱くなる

●電源コードを動かすと、通電
したりしなかったりする

●本体が変形・破損していたり、
焦げくさいにおいがする

●その他異常や故障がある

▶

ご使用中止
故障や事故防止のた
め、使用を中止し、
電源プラグをコンセ
ントから抜いて、必
ず販売店に点検を依
頼してください。
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保証規定
1	 取扱説明書、本体貼付ラベル
などの注意書きにしたがった
正常な使用状態で故障及び損
傷した場合には、弊社が無料
にて修理または交換いたしま
す。

2	 保証期間内に、故障などによ
る無料修理をお受けになる場
合には、お買い上げの販売店
にて、保証書をご提示のうえ、
修理をご依頼ください。

3	 保証内容は本製品自体の無料
修理に限ります。保証期間内
においても、その他の保証は
いたしかねます。

4	 ご転居や贈答品などで本保証
書に記入してある販売店に修
理をご依頼になれない場合に
は、アイリスコールにお問い
合わせください。

5	 保証期間内におきましても次
の場合には有料修理になりま
す。
①	使用上の誤り、不当な修理、
改造などによる故障及び損
傷

②	お買い上げ後の落下などに
よる故障及び損傷

③	火災、地震、その他の天災
地変による故障及び損傷

④	一般家庭用以外（たとえば
業務用の長時間使用、車両・
船舶への搭載など）に使用
された場合の故障及び損傷

⑤	お買い上げ後の移動、輸送
または什器・備品などとの
接触による故障及び損傷

⑥	本書の提示がない場合
⑦	本書にお買い上げ年月日、
お客様名、販売店名の記入
のない場合、あるいは字句
を書き換えられた場合

6	 本書は日本国内においてのみ
有効です。

7	 本書は再発行いたしませんの
で紛失しないよう大切に保管
してください。

修理メモ

※	この保証書は本書に明示した
期間、条件のもとにおいて無
料修理をお約束するもので
す。したがって、この保証書
によって保証書を発行してい
るもの（保証責任者）、及び
それ以外の事業者に対するお
客様の法律上の権利を制限す
るものではありません。保証
期間経過後の修理などについ
てご不明の場合は、お買い上
げの販売店またはアイリス
コールにお問い合わせくださ
い。

※	保証期間経過後の修理、補修
用性能部品の保有期間につい
ては、「保証とアフターサー
ビス」をご覧ください。
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ジャー炊飯器　MF15型　　 保証書
本書は、お買い上げ日から下記期間内に故障が発生した場合に、
下記の保証規定により無料修理を行うことをお約束するものです。

お買い上げ日※ 保証期間
お買い上げ日より：1年間

ただし、消耗品（付属品・内釜の
コーティングなど）を除く

年　　月　　日

お
客
様

お名前

ご住所　〒

電話（　　）　　-　　　

※
販
売
店

住所・店名

電話（　　）　　-　　　

販売店様へ：　※印欄は必ず記入してお渡しください。


